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3 土地利用計画 

  秩序ある土地利用を計画的に進めるため次の計画を立てる。 

 （1）農村用途区域の設定 

   「農業保全区域」 ほ場整備による優良農地のまとまりを中心として散居家屋などを含め

て指定されている。当面区域変更は計画しない。 

   「環境保全区域」 里山等を主体として指定されている。当面区域変更は計画しない。 

   「集落居住区域」 当面区域変更は計画しない。 

   「特定用途区域」 当面小学校、幼稚園と特定用途 A区域として指定されている。特に区

域の変更は計画しない。 

 

 （2）里づくりの拠点施設 

集落の東部に位置する建物を「里づくりの拠点施設」（次項および下図参照）として位

置付け、萩原集落の活性化を目指す。 

所在地および面積 神戸市北区淡河町萩原 831 面積約 120㎡ 

運営主体 萩原里づくり協議会及び淡河町地域振興推進協議会 

施設の用途 
①地域の子どもの学習・交流施設 
②地域住民の交流施設 
③都市住民と地域住民の交流及び農村の活性化に資する施設 

建築物の概要 

①建築物については、施設周辺の農村環境及び景観と調和のとれた規
模・設計・構造および外観となるよう配慮する。 
②屋外広告及びデザインについては周辺環境に配慮したものとする。 
③駐車場については、必要に応じ周辺施設と協議を行い確保する。 

その他特記事項 施設の管理責任は淡河町地域振興推進協議会が負うものとする。 
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4 景観の保全及び形成に関する計画 

 農村の豊かな自然環境を地域資源として、維持・保全・活用するため、地域内住民が一体と 

なって活動を進める。 

（1）農村景観 

  ①案内板の設置 

    主要施設（歴史的文化遺産、公共的施設、景勝地など）の入口付近に歴史等の変遷、 

   由来を表示し、周辺の景観と調和のとれた手作り看板を設置する。 

 

  ②ため池周辺の環境整備 

    水辺のモニュメントも考慮に入れ、ゆとりと潤いをかもしだす景観整備を進めるため、 

当面は、空き缶やゴミ拾い、下草刈り、花木の植栽、ゴミ箱の設置など奉仕活動により 

取り組む。 

 

（2）自然景観 

  ①尼谷川整備 

   ア 緑豊かな自然景観の保全、水と緑にふれあえる場の創出。 

     ほたる、川魚等が住める環境づくりを情操教育も兼ねて親子参加で実施していく。 

 

  ②里山の整備 

   ア 周辺の自然、道路、公園、空き地等周辺環境を生かした魅力ある景観づくりを進める。 

   イ 忘れかけた遊び場の復活を進める（野外活動センター、キャンプ場、バンガロー、バ

ーベキュー、アスレチック場などは排除する） 

 

（3）歴史的景観 

  ①集落内の歴史的な建造物として、大歳神社、厄神社、山神社、塞の神神社、秋葉神社、金 

毘羅神社、地蔵堂の維持・管理の強化を図っていく。 

  ②地区資源マップ（風土、歴史、伝統を生かした地域の誇りとなるもの）を作り小学校周辺

に設置する。 

  ③萩原城址の整備については、夢と歴史を包み込んだ文化遺産であり、所有者の理解が不可

欠である。今後、所有者に理解を求めるとともに歴史の変遷調査など整備内容の検討を進

める。 
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６ 農村定住起業計画 

事   項 内       容 

里づくり計画の整備や方針 

地域の目標 

～農村定住起業に関する方針 

地域の課題(高齢化、地域活性化、農業担い手確保)改善

に向けて、古民家を活用した集落の活性化に地域ぐるみで

取り組む。 

 具体的取組みは、下記に定め、事業の進捗にあわせ、都

度地域住民と起業者において、その成果を検証し、見直し

をしながら段階的に進めていく。 

 

農村定住起業による地域の活性化

の目標 

農村定住起業の取組では、里づくり計画に掲げる基本目

標（空家の活用、雇用の創出、農家所得の向上、若者人口

の定着）を達成するため、地域と起業者が協力のもと、里

づくり拠点(農村定住起業施設)での従業員雇用、地区内事

業者との連携、食材用農産物の生産を調整しながら、将来

的には、「地域ブランド(ご当地グルメ等)」となる特産品の

開発とその PR を行い、持続的な地域活性化を図っていく。 

 

地域コミュニティへの参加・受入

れ及び地域資源の活用に際しての

ルールづくり 

地域へ移り住むあらたな仲間と将来にわたり末永く取組

みを継続するためのルールを以下のとおりとし、それぞれ

が協力し取組むものとする。  

(共通ルール) 

・農家レストランでは、地域農産物を過半使用出来るよう

積極的に起業者と生産者において、企画計画から食材の提

供まで協力のもと行う。 

・施設への来場者対策として、特に駐車場確保を適切に行

い、繁忙期等においては、地区内の安全のため交通整理人

の配置等計画する。 

・騒音、治安等の悪化防止のため、営業時間、酒類等提供

については十分配慮する。 

・地域奉仕は、拠点周辺の清掃等に努め、地域美化に主体

的に協力する。 

 

既存建築物の活用に関する事項 

  適用区域 農業保全区域 

施設用途の制限 農家レストラン（飲食店） 

具体的な事業計画 ① 古民家を「萩原里づくり拠点」として再利用し、蔵と納屋

の一部を改修して農家レストランとする。 

② 「食」と「農」をテーマに地域食材を中心にした食事を提

供し、「地域ブランド」の PR に努める。 

45 



 

 

③ 地域の活性化、景観の保全、また、周辺環境の美化を行い、

次世代に自信を持って継承できる魅力ある萩原集落をめ

ざし、地域出身の後継者の里帰りは勿論のこと、他地域と

の交流人口を増やし、萩原地域の仲間として定住を推進す

る取り組みとしていく。 

 

・位置や所在 次頁参照 

 農家レストラン 

住所：北区淡河町萩原 696 約 1,353 ㎡ 

（地番：北区淡河町萩原字越前 696，1697，1698） 

    改修面積 178 ㎡の内、レストラン部分 約 84 ㎡ 

＜参考＞ 

駐車場 

地番：北区淡河町萩原字越前 1691-1 面積 152 ㎡ 

 

・土地及び建築物の権利関係  所有者 森井 一清 

・農村定住起業者 木全 浩治  定住者 同左 

 

(個別ルール) 

・古民家活用 蔵建物を改修し、店舗として活用する。 

       改修改変の場合には、その都度地元と協議同

意を得る。 

・通行ﾙｰﾄ   施設への出入りは基本的に県道（主要地方道）

から入り、市道、農道を経由し、また出る場

合も農道、市道を経由し県道へ出るものとす

る。 

・近隣住民  隣接住民と協議同意を得る。(文書を残す) 

 の同意   隣保・水利組合と協議同意を得る。 

・周辺環境  治安の悪化、騒音などの環境保全に留意し       

た運営を行う。 

        音・熱・反射光・ゴミ・匂いなどについて担

当責任者をきめ、対応協議できるようにする。 

・食材等   萩原地区の農産物を積極的に活用し、確保が

困難な場合は、神戸市内のものを活用する。 

・ルール   計画段階において地域と確認した上記ルー       

ルを確実に履行し、その状況が維持されるよ       

う運営を行う。 

 

  

  

施設周辺における交通

の機能の確保、駐車場の

整備 

客層として集落内の住民をメインターゲットとし、自家用

車での来場者等の駐車場を最低限確保する。 
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周辺の農村環境や景観

等への配慮 

古民家を活用し、萩原集落景観に調和した建物意匠とする。 

地域の美化活動など清掃作業を地域とともに取組む。 

その他必要な事項 農村定住起業は自らの事業のほか、必要に応じ萩原集落の

PR を HP 等により行う。 

 

 

 

 北区淡河町萩原地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農村定住起業施設一覧 

番号 氏名 業種 所在地 コミュニティルール 

①  木全 浩治 農家レストラン 
住所 

北区淡河町萩原696 

古民家活用 

通行ルール 

近隣住民の同意 

周辺環境 

地域食材の使用 

 

 

農村定住起業計画位置図 
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